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第
17
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
　

中
間
発
表
　
一
次
・
二
次
・
三
次
予
選

●
第
17
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
に
御
応
募
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
日
本
全
国
お
よ
び
海
外
か
ら
総
数
一
六
七
編

の
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
去
る
三
月
末

日
に
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
厳
正
な
一
次
・
二
次
・
三
次
予
選
審
査
を
行
な
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
謹
ん
で
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
無
印
は
一
次
予
選
通
過
者
、
○
印
は
二
次
予
選
通
過
者
、
◎
印
は
三
次
予
選
通
過

者
で
す
。

■
北
海
道	

	

◎	「
平
岡
小
学
校
」	

栗
山
佳
子

◎	「
都
忘
れ
」	

は
な
は
な

	

「
ケ
ガ
に
強
か
っ
た
九
十
代
と
七
十

代
」	

柴
田
節
子

◎	「
父
の
玉
子
と
じ
」	

鎌
田　

誠

	

「
甥
の
青
春
」	

飯
名
碧
水

◎	「
サ
レ
ヨ
ー
」	

瀧
沢　

鈴

〇	「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

増
え
て
ゆ
き
」	

敷
島　

優

◎	「
積
み
団
子
」	

青
地
久
恵

◎	「
ひ
ょ
ん
と
死
ぬ
る
や
」	

斎
藤
は
な
絵

◎	「
三
代
鋏
」	

中
村
郁
恵

	

「
三
浦
ご
夫
妻
の
校
歌
」	

石
本
祐
子

■
青
森
県	

	

◎	「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
に
お
け
る
『
工

賃
』
と
い
う
呪
い
」	

松
橋
雅
鳳

◎	「
母
の
東
京
一
九
六
四
」	

金
田
一
淳

■
岩
手
県	

	

◎	「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
は
？
」

	
	

美
馬　

楓

◎	「
生
き
て
い
て
、
生
き
る
の
が
正
解
じ

ゃ
な
い
と
思
い
な
が
ら
、
生
き
る
」	

原
氷

■
福
島
県	

	

◎	「
小
林
秀
雄
の
告
別
式
」	

西
島
雅
博

◎	「
女
医
は
何
人
殺
し
た
か
？
」

	
	

鈴
木
正
治

■
茨
城
県	

	

◎	「
嗣
げ
な
い
志
」	

上
野　

達

◎	「
父
の
ザ
ン
ネ
ン
」　	

諏
訪
崎
は
る
え

◎	「
タ
ン
ゴ
の
懸
け
橋
と
な
り
世
界
へ
翔

く
小
原
み
な
み
に
と
っ
て
『
タ
ン
ゴ
・・・

そ
れ
は
人
生
』
そ
し
て
母
子
の
共
戦
譜
」

	
	

青
柳
み
す
ず

◎	「
父
は
語
ら
ず
」	

友　

修
二

■
群
馬
県	

	

◎	「
主
婦
売
春
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
た
」

	
	

紙
屋
里
子

〇	「
つ
れ
づ
れ
日
記
」	

楠
カ
エ
デ

◎	「
墓
終
い
」	

村
松
佐
保

■
埼
玉
県	

	
	

「
逃
げ
る
が
勝
ち
っ
て
最
高
の
言
葉
」

	
	

三
日
月
李
衣

◎	「
人
の
こ
こ
ろ
に
は
闇
が
あ
る
」

	
	

峰
川
修
一

〇	「
く
す
り
」	

小
島
恒
夫

◎	「
循
環
」	

七
尾
美
日

◎	「
兄
」	

益
田
和
則

◎	「
鬱
の
手
記
」	

北
川　

聖

◎	「
長
崎
の
坂
」	

風
間
麗
子

■
千
葉
県	

	

◎	「
善
意
の
表
し
方
」	

平
野
靖
雄

◎	「
ま
ろ
と
私
」	

古
池
真
矢

◎	「
騙
さ
れ
た
ほ
う
が
悪
い
？
」

	
	

高
橋
ひ
と
み

◎	「
正
解
と
友
達
」	

田
中　

紬

〇	「
人
体
の
精
妙
さ
」	

森
田
洋
史

〇	「
泣
き
だ
し
た
夢
」	

本
間
直
也

〇	「
手
話
通
訳
者
は
言
語
通
訳
者
か
？
」

	
	

横
山
典
子

	

「
日
本
ら
し
さ
と
３
月
上
旬
」
高
戸
一

◎	「
悟
り
に
つ
い
て
」	

蜆
川
無
溟

■
東
京
都	

	
	

「
冬
の
花
」	

宮
下
さ
つ
き

◎	「
噓
の
箱
」　　
　
　

	

マ
ツ
イ
ア
キ
ラ

◎	「
あ
わ
や
、
特
殊
詐
欺
に
遭
い
か
け

て
」	

牧　

康
子

◎	「
振
り
返
れ
ば
儚
く
純
粋
だ
っ
た
女
」

	
	

河
上
美
智
子

◎	「『
食
』
―
学
生
時
代
の
思
い
出
」

	
	

野
宮
健
司

〇	「
傍
ら
で
」	

姉
歯
浩
一

◎	「
二
刀
流
」	

九
条
之
子

	

「
全
人
間
で
生
き
ろ
！
」	

小
鳥
凛
檎

◎	「
メ
キ
シ
コ
の
地
下
鉄
」	

本
間
芳
江

◎	「
母
の
残
し
た
つ
れ
づ
れ
記
」

	
	

松
谷
直
美

	

「
寅
さ
ん
に
癒
や
さ
れ
て
」
黒
岡　

實

◎	「
か
い
わ
れ
サ
ラ
ダ
」	

小
谷　

桜

	

「
誘
わ
れ
て
北
海
道
旅
行
」
松
井
理
恵

◎	「
紙
ふ
う
せ
ん
」	

平
本
節
子

◎	「
根
源
乃
手
、
吉
本
隆
明
と
吉
増
剛
造

を
め
ぐ
っ
て
」	

弟
子
丸
博
道

◎	「
揚
げ
パ
ン
の
幽
霊
」	

小
鳥
遊
要

◎	「
あ
い
つ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」ツ

キ
ノ
マ
コ
ト
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◎	「
キ
ン
ラ
ン
の
階
段
」	

高
尾
周
一

◎	「
ス
ケ
ー
ト
部
『
五
部
』」	

武
藤
蓑
子

◎	「
風
の
揺
ら
め
き
」	

山
本
彩
冬

◎	「
赤
い
椿
」	

前
岡
光
明

◎	「
笑
顔
の
達
人
た
ち
」	

戸
浦
次
郎

◎	「
雨
男
と
の
対
決
」	

鈴
木
邦
夫

〇	「
今
」	

松
下　

仁

◎	「
カ
ー
テ
ン
を
し
っ
か
り
し
め
て
」

	
	

丘
田
ミ
イ
子

	

「『
ど
う
し
よ
う
～
』
か
ら
『
大
丈
夫
』

へ
」	

川
井
か
お
る

◎	「
彼
方
の
我
が
家
」	

稲
葉
真
季

◎	「
背
の
高
い
男
の
子
、
胸
の
大
き
い
女

の
子
」	

八
月
一
日

◎	「
世
界
の
ヒ
ロ
シ
マ
」と

あ
る
女
子
高
生

〇	「
ジ
ュ
エ
リ
ー
」	

ミ
ー
ハ
ー

◎	「
新
聞
と
私
」	

佐
生
綾
子

◎	「
君
死
に
給
う
こ
と
勿
れ
」
岩
崎　

裕

■
神
奈
川
県	

	

◎	「
夫
が
撮
っ
た
ア
フ
リ
カ
ラ
イ
オ
ン
」

	
	

松
原
泰
子

	

「
朝
起
き
る
と
雪
だ
っ
た
―
」

	
	

福
井
雅
人

◎	「
結
局
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」	

三
上
櫻
子

◎	「
返
信
」	

相
澤
真
理
子

◎	「
奇
妙
な
依
頼
」	

平
尾
富
雄

◎	「
燃
え
尽
き
る
な
小
児
科
医
」
秋
谷
進

◎	「
思
い
込
み
」	

風
早　

爽

	

「
父
」	

須
子
道
子

◎	「
″
日
本
＆
ウ
ル
グ
ア
イ
”
タ
ン
ゴ
の

架
け
橋
と
な
っ
て
」	

小
原
み
な
み

◎	「『
お
け
い
』
の
墓
」
ゴ
ル
ビ
ー
長
田

	

「
避
暑
地
」	

成
就
志
朗

◎	「
姉
妹
の
ウ
ナ
ギ
」	

春
本
幸
洋

〇	「
父
の
最
期
の
ほ
ほ
え
み
」
秀
明

◎	「
冬
の
庭
」	

小
倉
一
純

◎	「
独
り
言
ち
（
ひ
と
り
ご
ち
）」

	
	

丸
山
順
子

◎	「
わ
れ
目
」	

洗
狐

◎	「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
・
オ
ハ
ラ
は
強
い

か
？
」	

優
月
利
佳

◎	「
赤
シ
ー
ト
に
隔
て
ら
れ
た
〈
虚
構
世

界
〉」	

太
田
真
爾

■
富
山
県	

	

◎	「
花
嫁
の
鰤
」	

早
月
春
美

◎	「
本
物
」	

有
澤
か
お
り

■
石
川
県	

	

◎	「
ふ
る
さ
と
へ
―
バ
ブ
ル
崩
壊
と
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
思
っ
た
事
」	

酒
井
恵
三

〇	「
日
常
が
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

老
後
生
活

が
『
試
合
』」	

安
達
陽
子

■
福
井
県	

	

◎	「
父
の
お
経
」	

近
藤
幹
夫

〇	「
い
き
な
り
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
移
植

術
」	

三
屋
眞
一

■
山
梨
県	

	

◎	「
群
れ
」	

田
中
浩
司

◎	「
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
兄
姉
を
想
う
」

	
	

佐
高　

源

◎	「
父
に
近
づ
く
」	

野
澤
一
彦

◎	「
あ
っ
君
も
卒
業
し
た
よ
」
倉
沢
辰
子

■
長
野
県	

	

〇	「
公
募
文
学
賞
投
稿
日
乗
」
渡
辺　

勝

◎	「
三
母
が
繋
ぐ
六
連
銭
」	

山
家
衛
艮

◎	「
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
旅
１
９
７
４
」

	
	

竹
本
祐
子

◎	「
桜
の
聲
を
聞
く
前
に
」	

中
條　

響

■
岐
阜
県	

	

〇	「
婚
礼
布
団
一
式
の
引
っ
越
し
」

	
	

平
岡
佐
一
郎

〇	「
玉
の
緒
」	

秋
葉
み
の
り

	

「
コ
ー
ヒ
ー
と
歴
史
に
つ
い
て
」

	
	

小
森
敦
也

■
静
岡
県	

	

◎	「
紙
芝
居
へ
込
め
た
想
い
」
春
木
美
子

■
愛
知
県	

	

◎	「
シ
ャ
ツ
を
は
い
た
友
」	

菱
川
町
子

〇	「
無
限
電
車
さ
ん
」	

涼
宮
さ
き
子

	

「
ガ
ー
ベ
ラ
」	

薫
衣
さ
ゆ
り

〇	「
バ
バ
た
ち
の
ル
ー
ル
」	

外
山
記
代
子

◎	「
フ
ア
ス
ト
」	

宮
尾
美
明

◎	「
父
の
ベ
ト
ナ
ム
」	

沖
田
陽
介

〇	「
紀
州
叙
事
詩
―
朝
来
か
ら
中
辺
路

―
」	

花
井
正
子

〇	「
母
の
物
語
を
求
め
て
」	

魔
子

◎	「
ホ
ク
ロ
美
人
」	

菱
川
町
子

〇	「
沖
縄
へ
の
旅
」	

北
原　

岳

	

「
推
し
活
に
走
る
ワ
ケ
」	

青
山
珠
己

◎	「
は
は
の
記
憶
」	

岩
田
ふ
じ
こ

〇	「
試
着
室
の
悪
夢
」	

高
倉
麻
耶

■
滋
賀
県	

	

〇	「
上
書
き
保
存
し
ま
す
か
？
」

	
	

南
条
明
洋

■
京
都
府	

	

◎	「
白
い
肌
の
記
憶
か
ら
」	

植
田
郁
子

◎	「
今
だ
か
ら
話
せ
る
ベ
ニ
ヤ
板
の
思
い

出
」	
林　

須
磨

◎	「
新
し
い
京
都
へ
」	

大
幸
信
明

〇	「
お
空
の
記
憶
」	

林
真
希
子

■
大
阪
府	

	

◎	「
鍵
の
開
い
て
い
た
部
屋
」
森
﨑
律
子

◎	「
最
南
端
高
校
・
教
師
お
と
ひ
め
」

	
	

藤
田　

侃

	

「
喫
煙
者
た
る
同
士
諸
君
へ
」

	
	

海
東
俊
介

◎	「
オ
マ
ー
ル
君
の
墓
」	

田
中
美
晴

〇	「
夫
の
実
家
の
片
付
け
」	

ひ
ろ
こ

◎	「
夢
解
き
」	

山
田
ま
さ
子

◎	「
生
き
や
す
い
未
来
に
向
け
て
」

	
	

こ
い
ち
ゃ
ん

◎	「
生
ま
れ
て
来
れ
な
か
っ
た
命
」	

麻
祈

◎	「
僕
ら
の
ム
サ
コ
生
活
」	

大
木
寛
之

■
兵
庫
県	

	

〇	「
夜
の
街
」	

水
田
賢
一

◎	「
心
残
り
だ
っ
た
ろ
う
な
ぁ
」

	
	

三
木
俊
平

	

「
ス
テ
キ
な
約
束
」	

高
瀬
昌
仁

◎	「
決
断
」	

わ
れ
も
こ
う

〇	「
ポ
テ
投
げ
」	

部
屋
都
地
葉
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■
奈
良
県	

	
◎	「
本
の
あ
る
風
景
」	

中
牟
田
智
子

■
岡
山
県	

	

◎	「
終
に
見
た
手
鏡
」	

家
森
澄
子

	

「
息
子
へ　

神
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と　

う

つ
、
神
経
症
克
服
の
た
め
に
」
岩
崎
彷
徨

■
広
島
県	

	

◎	「
挽
歌
」	
苑
田
有
子

	

「
母
へ
・
・
・
今
夜
、
待
っ
て
い
る
か

ら
ね
」	

皆
月
は
つ
や

■
徳
島
県	

	

◎	「
消
え
た
弾
」	

虎
姫

◎	「
苦
難
を
越
え
て
」	

熊
谷
和
代

■
香
川
県	

	

◎	「
首
吊
り
遊
戯
」　　

		

六
枝
オ
リ
ヒ
メ

■
福
岡
県	

	

◎	「
父
母
と
私
」	

田
浦
チ
サ
子

◎	「
母
恋
」	

安
部
と
し
き

◎	「
新
『
た
ら
・
れ
ば
』
宣
言
」
武
中
彩

〇	「
散
り
て
も
咲
く
百
合
の
花
」

	
	

久
利
潤
保

◎	「
今
し
か
な
い
感
情
を
書
く
」
え
り
ー

〇	「
酒
よ
、
酒
飲
み
よ
」	

西
尾
吉
之
助

〇	「
髪
は
悩
ま
し
い
」	

古
野
明
子

〇	「
四
日
先
の
未
来
」	

荒
木
景
子

■
佐
賀
県	

	

〇	「
レ
ッ
ツ
！
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」	

松
尾
直
幸

■
長
崎
県	

	

◎	「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
向
か
っ
て
」
常
凪
ハ
ル

■
熊
本
県	

	

◎	「
星
の
旅
人
」	

神
谷　

恵

◎	「『
何
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
実
感
』
へ
の

肯
定
に
関
し
て
」	

古
井
ふ
き
こ

■
大
分
県	

	

◎	「
里
山
暮
し
の
楽
し
み
」	

東
山
里
子

■
宮
崎
県	

	

◎	「
切
り
株
を
」	

エ
ビ
ハ
ラ

〇	「
最
終
章
」	

中
武　

寛

■
鹿
児
島
県	

	

〇	「
す
わ
コ
ロ
ナ
か　

コ
ロ
ナ
下
の
入

院
」	

宮
島
孝
男

■
海
外	

	
◎	「
ウ
ン
ド
ウ
カ
イ
と
い
う
名
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」	

末
永
卓
幸

Essay　ContestEssay　Contest

広告承ります
文芸思潮の読者に　文学愛好者に
知らせたい情報を掲載します

広告掲載料　　　　　　　　文芸思潮●発行部数 1000 部
1P　　　　　4 万円
1 ／ 2P  　　 2 万円
1 ／ 4P         1 万円    　　 1 ／ 6P  7000 円
表 4 カラー  12 万円
表 2・表 4　  8 万円
その他御相談に応じます。ご連絡ください。

文芸思潮広告部　☎03-5706-7847　mail: bungeisc@asiawave.co.jp

第16回文芸思潮エッセイ賞予選通過者発表第17回文芸思潮エッセイ賞予選通過者発表

　

第
三
次
予
選
は
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
人
に
読
ん
で
ほ
し

く
な
る
よ
う
な
普
遍
的
な
力
を
備
え
て
い
る
か
が
、
選
考

の
基
準
に
な
り
ま
す
。
第
三
次
予
選
ま
で
通
過
し
た
作
品

は
、
だ
い
た
い
雑
誌
に
載
っ
て
も
い
い
、
人
に
読
ん
で
も

ら
っ
て
も
何
か
訴
え
る
力
を
備
え
て
い
て
、
読
ん
だ
人
の

心
に
何
か
が
残
っ
て
新
た
な
力
に
な
る
よ
う
な
作
品
で
す
。

「
文
芸
思
潮
」
選
考
委
員
会
で
は
、
選
考
の
便
宜
性
を
重

視
し
て
作
品
数
に
よ
っ
て
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
作

品
の
内
容
を
重
視
し
て
、
優
れ
た
作
品
が
た
く
さ
ん
あ

れ
ば
、
で
き
る
だ
け
そ
の
作
品
の
価
値
や
レ
ベ
ル
に
よ
っ

て
、作
品
を
残
す
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

場
合
に
よ
っ
て
は
た
く
さ
ん
の
作
品
が
三
次
予
選
、
さ
ら

に
そ
の
上
に
選
出
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
第
17
回
も
三
次
予
選
通
過
者
が
多
く
、
応
募
作
品

全
体
の
水
準
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま

す
。

　

も
っ
と
詳
し
く
御
自
分
の
作
品
へ
の
感
想
・
批
評
が
お

聞
き
に
な
り
た
い
方
は
、作
品
個
別
の「
批
評
コ
メ
ン
ト
」

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
御
希
望
を
お
送
り
下

さ
い
。

（「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
選
考
委
員
会
）

●
第
17
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
へ
の
御
応
募
ま
こ

と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
第
一
次
・
第
二
次
・

第
三
次
選
考
に
つ
い
て
選
考
委
員
会
よ
り
付
記
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

第
一
次
の
選
考
基
準
は
、
他
者
に
対
し
て
伝
わ
る
文
章

に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
最
重
要
の
基
準
点
で
す
。
し

か
し
書
く
姿
勢
も
加
味
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少
し

文
章
が
粗
く
て
も
、
他
者
に
訴
え
た
い
切
実
な
も
の
が
感

じ
ら
れ
る
作
品
は
一
次
を
通
過
し
て
い
ま
す
。
ま
た
逆
に

文
章
は
整
っ
て
い
て
も
、
書
く
姿
勢
に
曖
昧
な
も
の
、
書

く
必
然
性
が
希
薄
な
も
の
、
中
途
半
端
な
も
の
は
落
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
二
点
を
ク
リ
ア
し
た
も
の

が
一
次
予
選
通
過
者
で
す
。何
％
と
か
、何
篇
以
内
と
か
、

数
字
の
枠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
応
募
者
全
員

が
一
次
予
選
合
格
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

　

ま
た
第
二
次
予
選
は
、
そ
の
中
で
さ
ら
に
強
く
何
か
が

感
じ
ら
れ
る
も
の
、
光
る
も
の
が
選
ば
れ
ま
す
。
何
か
が

読
み
手
の
中
に
残
っ
て
い
る
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
内
容
で
も
い
い
で
す
し
、
文
章
で
も
い
い
、
一
行
で

も
い
い
、
一
人
の
人
物
で
も
い
い
、
見
方
で
も
い
い
、
何

か
一
つ
心
に
残
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
、
上
に
拾
い
上

げ
た
く
な
る
と
い
う
、
一
つ
の
魅
力
を
持
っ
て
い
る
か
ど

う
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

エ
ッ
セ
イ
賞
応
募
者
の
皆
様
へ　
第
一
次
・
第
二
次
・
第
三
次
の
選
考
基
準
に
つ
い
て
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